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入
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瓏
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狀
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せ
ら
れ
、而
レ
て
內
在

. 

價
値
は
貨
物
間
の

.
交
* :
比
率
を
支
配
す
，る
も
の
な
る
こ
と
は
、

「

物
又
は
货
物
相
互
の
交

'#
は
略 

ぼ
此
此
例
に
於
て
せ

&:
‘

、大
多
.
數
の.
物
：の
內

fe
M

値
が
主
と
し
て
評
定
：せ
ら
る
、
は
上
記
の

..

.

.
,- 

.

 

..

..

_ 
•

.

 

I

 

....

尺
度
に
由
名
も
の

^

ぶ
ビ
謂
ふ
に
徵
し
て
知
る
ベ
し

(ibid; p. 

3
5
0
)
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0
< 

H
a
r
r
i
s

は
貨
物
'內

 

k

ff
i
:姐
：
.は
生

.逄

に

舉

す

：石
'土

^ ;
^

働
及

^

る
ビ
：云
ふ
も
、就
中
重
き
を

 

勞
働
に
措
け
り
。
即
ち
謂
へ
ら
く
、一

 

切
物

^

し
く
は
一

.
切

貨

物

は

.、
土

地S
勞
働
ビ
の
產
物
な

箱十六
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力
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方
の
懷
値
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锁
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傾値輪

 

i

i

ベ 

る

貨

物

I

ミ

る

I

は
此
ー
一
者
に
依
て
調
節
せ
ら
る
。
疼
れ
ど
も
大
多
數
の
生

 

産
に
？

勞
働
は
最
も
重
き
を
占
む

る

を
以
で
、勞
働
の

®

値
は

-

切
貨

物

の
價
値
を

左

右

す 

る
.
•
要
標
準
！

る
べ
き
も
の
な
々
。

•
.て

."
A

令
の
様
々
な
る
必

f

欲
鐘

5

、彼
等
を
驅
つ

_

_

画

は
十
の

.

I

の
交
換

I

配
す
，,云
ふ

も
.
市

場

の

.價
格

 

力
必

ー

し

も

常

に

も®

內
在
價
値
せ
一
致
す
る
も
の
に
ぁ
ら
ざ
る
こ
と
は

i

w
の
明
か
こ
認

 

む
る

S

こ

ろ

な

り

。

乃

ち

日

ぐ

、■

貨
物
れ
對
す
る

I

若
し
く
は
緩

f

る
I

は
、を
の
 

f

價

I

し
く
は
原

©

S

等
の

#'
動

生

：せ

H

る
も
、羅

々

其

價

格

を

騰

貴

翁

し

く

は

下

落 

せ
し
む
へ
し
人
は
站
に

'他
人
の

「

嗜
好
出
來

心
若
し
く
は
必
要
に

應
せ
ん
ビ
し
て

其
機
を

待
 

て
る
も

f

る
>

以
は
な

'ち

"

「

又

录

對

す

る

比

.例
若
し
く
は
'特
定
物
に
對
す
る

 

i

の
.

I
蹵

i

す
る
關
孫
は
常

S

?

於

i

も

斧

れ

：
の

男

石

，
ビ

こ

：ろ
5f
a
't.
:t
れ
仗
餐
物
の
價
格
は
結
屌
そ
の
內
在
價
値
に
一
致
せ
ん
ビ

 

す
る

L

有
す
る
も
の
な

&
。

W

し
て
此
兩
者
：を
一
致
せ
し
む
る

〉

動
力
は
自
由
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爭
な
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^
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^
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ぢ
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し

市
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に

順

.應
す
..る
こ
と
を.背
せ

ざ

る
と
き
は
、

(

投
せ
ら
れ
た
る
勞
働
量
に
比 

例
し
て
交
換
を

l

-

i

はへ
I

 

i

しV

そ
の

|

 

i

る
ベ 

く
、又
最
初
に
，勞
働
熟
練
及
び
一
切
の
危
險
を
考
量
し
て
、

I
.

產
業
が
他
の
も
の
よ
り
も
有
利
な

る
と
き
は
、其
產
乘
に
參
加
す
る
も
の
增
加
す
べ
ぐ
、を

.の
相
互
の
競
爭
に
於

v

價
格
を

!̂
下
げ

、
.
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遂
に
：其
の
大
な
る
利
澗
ピ
他
ビ
同
ー
率
ま
で
下
降
せ

^
む
る
に
至
る

\

しV

勞
働
の
價
値
を 

土
地
に
約

'元
せ
ん
ど
し

^
るPatty

及
び

0

1

^

0

3
の
#
試
■も
亦

H
a
r
r
i
s

の
倣
ひ
試
み
る
ビ
こ 

ろ
に
し
て
、典
の
到
達

「

せ；る
結
論
は

c
antmon

::
の
ギ
 

K

に
し

*普
通
勞
働

*

の
勞
.働
を 

以
て
普
通
勞
働

*
を
養
ふ
へ
に
：足
る
土
地
量
，ど
同
價
ど
な
す
も
の
な

.り
。

日
..

ぐ
、r .>. 

P勞
働
者
の 

生
活
：維
持
の

.用
に
充
て
ら
る
、

.土
地
最
は
彼

‘れ
の
傭
：賃
ビ
な
此
傭
賃
は
又
再
び
土
地
の
價 

値
と
な
る

」

固
よ
り
土
地
一
本
力
ア
の
ー
定
勞

«
暈
に
對
す
る
比
例
は
、全
世
：界
を
通
じ
て

|
な 

ら
ず
，之
は
啻
に
土
地

0

®
瘠
の

.同
じ
か
ら
ざ
る
よ
、り
生
中
る
の
み
か
ら
ず
、又
農
民
の
，生
活
狀 

態
.の
處
に
由
り
て
異
な
る
よ
り
生
ず
。
蓋
し

:®
民
は
、そ
の
衆
多
な
る
よ
办
し
て
土
地
產
物
の 

主
な
る
消
费
栽
な
る
が
故
に

#

fi
:の
低
'廉
な
る
ビ

.乙
ろ
"即
ち
勞
働
潘
，の
生
活
の
®

だ
貧
寒
な 

る
' ビ
.こ
，，ろ
は
、土

地

ヰ

ホ

^
廉

な

る

ベ

き

を

以

て

なb
。
從
て
土
地
の
價
袼
は
常
に
勞
働
の
價
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ハ
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_

多

少

相
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乙
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の
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l

が
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I
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f
 

f
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E
C

S
!

 

I

の
諸
節
に
述
ぶ
る
説
な
ら
ん
。
彼
れ
£

へ
ず
、
 

1

1

の
生
產
費
は
、を
1 0

眞

價

(

I

 

I

を
淡
定
し
、市
場
に
於
.
け
る
賣
價
の
眞
f

 

S
 § 

す
：る
、部
分
は
S

I

成
す
。

而
し
て
價
秦
は
•
'此
眞
價
以
下
に
降
る
こ
ど
能
は
す
ビ
請
ふ
を 

以
て
、s

t
l

に
あ
.

o

て
ば
貨
物
の
生
産
費
は
そ

I

格
'の
歸
'向
中
心
に
あ
ら
ず
し
て
i t

動
洛 

の
-
最
低
限
I

む
る
も
の
と
謂
ふ
ベ
し
0:

日

く

售
B
 

P

 

1く)

貨
#

の
：價
，格
中
に
は
、全
く 
"
, 

興
な
る
ニ

物

t

て
存
す
。
健
物
の
眞
價

I
 

E

g及
び
賣
却
に
際
し
て
の
昶

«

^

1

I

 

a
l
i
e
l
o
n
)

是
な
な

」

ビ
。ぐ
眞
價
を

:
«成
す
る

.得
素
に
あ

&
、二

)

一
 

貨
物
の
生

'產
ビ
：费
や
さ
る
、
平 

均
勞
働
量
、即
ち

.

s
t
l
r
t

の
.I

E以
て
奔

^

^

^
人
が
一
日
一
週
一
月
內

R

f

唆
の
幾
許
を 

造

6

得
る
か
、(

一一,)

勞
働
蒋
の
生
活
费
及
。び
そ
の
生
産
要
具
を
供
#
す
る
爲
め
必 

料
の
價
値

f

,

。

I

f

條

I

れ

运

三
者

の
.總
額
以
下
：即
ち
眞
傭
，以
下
な
る
乙

ビ

能
.は
ず
。
是
以
上
の
も
の
は
悉
ぐ
製
造
家
の
利 

识

た

; ^
M
は
常
に

ft
要
に
比
例
し
バ
從
：で
事
，情

^
靡
じ

’て
動
搖
す
ベ
し
。

」

萌
し
て
生
產
ヾ

」

‘ 
0

:

要
.即
ち
供
給
せ
ら
れ
た
る
貨
物
め
：數

■量

ビ
m

製
若
し
く
は
欲
：望
：せ
ら
れ
た
る
數
量
ど
が
相
均

 

衡
す
る
ビ

.き
は
、愤

「

格
は
貨
物
製
作
の
實
费
に
製
造
家
及
び
商
入
に
對
す
る
少

許
の
利
潤
を
加 

へ
た
る
も
の
ど
適
當
の
，比
例
を
保
つ
な

^

(

麥

I
I

ンch
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X
)
。

彼
れ
は
別
に
を
の
貨
幣
を
論
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に
於
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の

®

値
の
由
て
決
定
せ
ら
る
ぐ

®

®
を
擧
ぐ
。

(

一)
評
©
せ
 

ら
る

.ベ,:
き

も
の
、
多
少

£

)

是
に

«•
■す
る
入
間
の
需
要

(

三)

窗
要
潸
間

'に：於
け
る
競

®

四
®

要

#
 

の
箣
圍
及
び
能
力
是
な

&
。：
然
れ
ど
も
兹
に
謂
ふ
ど
こ
ろ
の
：價

M

は
前
に
：所
謂
貨
物
の
眞
價

 

に

は

，あ

ら

ず

し

て

寧

：ろ®
.格
な
，
^V。

M

し
て
右
記
四
個
の
原
因
に
由
り
て
決
定
せ

S

る
ゝ
價
 

姐
は
決
し
て
生
産
費
に
由

V

定
め
ら
れ
た
る
物
の
眞
價
以
下
に
下
降
す
可
か
ら
'ざ
る
の
理
な

 

:

き
：を

以

で

、物

の

.眞
：偾

は

：そ
の
：僧
、格

の

最

低

限

を

：.決
定

す

^
の
說
は
承
認
し
為
か
ら
ざ
る
な

彼
れ
の
、»

要
の
®

一
E
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U
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祓
合
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單
純
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複
雜
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^

琴

を

區

別

し

て
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上
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立
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た
る
價
格
理
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「

彼
れ
の
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に
取

b

て
は
甚
だ

.
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雕

^
:今
說
か
ず
。
玆
に
ば
市
場
價
格

0

歸

_

中
心

V
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し 

て
の
自
然
價
格
に
關
し
不

S
3
i
t
h

及
び
，

R
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a
r
dの
學
說
を
論
ず
る
に
方

^N、

先
づ
其
萠
芽
ビ
見

 

る
ベ
き
も
の
を

s
l
h

以
前
の
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献
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尋
ね
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大

略
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な

^
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す

す
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吉
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於
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ぞ
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芯
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は

攀

密

に

區

別

せ

ら

る

、

事
な
く
.隨

意

併

用

せ

ら

れ

た

る

が

如

し

0.
一
財 

の
價
値
3

1
息

，は
之
ど
交
.換

せ

ら

る

、
他

|«
*

る

、
そ

の

購

質

カ

を

現

は

し

、を 

0
價
格
l

e)

は
之
と
：交

換

せ
ら
る
、

對

價

物
量

I

す

I

を
常
と
し

?

ビ
雖
も

i

 

別
も
必
し
も
常
に
：厳

守

せ

ら

小

ざ

6

し
は
、例

へ

ば
I

が

{:
於
け
る
建
物
の 

.價
鶴v

a
l
u
e

は
巴
；車

，の
：夫

れ

の

半

ば

な

る(
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し」「

怫

關

西

ょ

も

輸

出.せ
：ら

れ
た
る

貨
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©
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然

れ

ど

も

和

蘭

ょh

英

吉

利

へ

輸

出

せ
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ら

れた
る
も
の
は

H

瓦
磅

の

價

値
S
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め

り
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然
れ
ど
も
次
の
問
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は
此
穀
物
又
は
地
代
は
英
國
貨
幣
幾
許
の
憤
値
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る
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又
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國
貨
幣
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許
の
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ざ
る
：可
か
ら
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然
此
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ダ
の

fi
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格
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銀
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弓

な

之

世

界
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物
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び
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け
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に
於
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ん
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x
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e
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の
句

あ
る
を
以
て
知
る
べ
し
。
同
様
の
混
用
は

L
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c
k

e
に
於
て
も
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を
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見
，る
。

即
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1

物
の
價

«

く&

。を

1 £

し
く
評
價
せ
ん
ビ
す
る
も
の
は
、其
數
量
を
、を
の
腴 

路
に
對
す
る
比
例
に
於
て
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察
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
蓋
し
價
格
を
左
右
す
る
も
の
は
是
事 

の
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な
る
を
以
て
な
ト
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